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泌尿器科領域におけ るAT-2266の 臨床的検 討

岡田敬司 ・長田恵弘 ・村上泰秀 ・勝岡洋治

木下英親 ・松下一男 ・河村信夫 ・大越正秋

東海大学医学部泌尿器科学教室

ピ リドンヵルボ ン酸系の新経 口合成抗菌薬AT-2266に ついて臨床 的検討を行 った。

症例 は当院外来受診患 者35名 で あるが,UTI薬 効評価基 準に従 って効果を判定 したのは 急性単

純性膀胱炎20例,慢 性複雑性膀胱炎1例 であ り,急 性単純性膀胱炎5例,急 性単純性腎盂腎炎3例

と淋菌性尿道炎,急 性副睾丸炎各1例 については主治医判定を行った。残 りの4例 については種々

の理 由で効果判定をせず,副 作用の検討のみ行った。

UTI薬 効評価基準に合致する症例の うち,急 性単純性膀胱炎では著効16例,有 効3例,無 効1例

と95%の 有効率で,慢 性複雑性膀胱炎の1例 は有効であ った。

急性腎盂腎炎3例 はいずれ も著効,淋 菌性尿道炎は著効,急 性副 串丸炎は有効であった。細菌学

的には43株 が検出されたが消失率は100%で あった。全35例 で副作用は認め られず,1日200mg 15

日投与 の症例では血液検査 でも異常を認めていない。

以上 のことか ら本剤 は尿路感染症治療 に有用 と考え られた。 また急性単純性膀胱炎に対 しては1

日200mg分2投 与で十分 と考 えられた。

AT-2266は ピリドンカルボ ン酸系 の経 口合成抗菌薬 でFig.1

の ような化学構造式で分子量は347.35で あ る。

Fig. 1 Chemical structure of AT- 2266

本剤はグラム陽性菌をはじめ,緑 膿菌やセラチアを含む グラ

ム陰性菌,ブ ドウ糖非発酵菌,マ イコプラズマにも抗菌力を示

すとされている。 また 他の抗菌薬との間に交差耐性を示さず,

Nalidixic acid耐 性菌にも有効であるとされている。

今回本剤を使用する機会を得たので,昭 和57年1月 より8月

末までに 当院泌尿器科外来を訪れた患者35例に投与し,そ の安

全性と有効性について検討 し,若干の考察を加えた。

I.　目 的 と 方 法

本剤 の尿路性器感 染症に対す る有効性,有 用性,安 全

性につ いて評価す るため,35例 の外来患 者に投与 した。

35例 の うちわけは25例 が急性単純性膀胱炎,2例 は慢

性複雑性膀胱炎,2例 が慢性複雑性腎盂腎炎 である。残

りの6例 中3例 は急性単純性 腎盂腎炎で,2例 は淋菌性

尿道炎,1例 が急性副睾丸炎で これ らの症例 につ いては

主治医による効果判定を行った。 しか し慢性複雑性尿路

感 染症 の3例 と淋菌性尿道炎の1例 については併用薬剤,

検 出菌 数,効 果判定 日などか らみて効果の判定を差し控

え,副 作用の検討 だけに止めた(Table 1～4)。

本剤 の投与量は1日200mgか ら600mgで これを分

2も し くは分3で 投与 し,投 与期間は主 として3～5日

であった。効果判定は急性単純性膀胱炎,慢 性複雑性尿

路感染症ではUTI薬 効評価基準に基づいて行っている。

その他 の症例では投薬3日 後に主治医による効果の判定

を行ったが,急 性副睾丸炎だけは5日 後判定とした。

II.　成 績

UTI薬 効評価基準に従 って,急 性単純性膀胱炎20例

に対す る成績をTable 5に まとめた。20例中16例が著

効,3例 が有効,無 効が1例 であ り,95%の 有効率を示

Table 1 Case distribution
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Table 2 Clinical summary of simple UTI cases treated with AT- 2266
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Table 2 (Continued)
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Table 3 Clinical summary of complicated UTI cases treated with AT-2266

No.6: Combined treatment with doxycycline hydrochloride
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Table 5 Overall clinical efficacy of AT- 2266 in acute simple cystitis

した。残 りの5例 は細菌数 に問題があ ったが,症 状 と膿

尿の改善度か ら主治医判定 を行ない5例 全例 とも有効で

あ った。慢性複雑性膀胱炎 についてはP.aeruginosa,

S.epidermidisの 両菌が排除 されたが膿 尿が少し残 っ

たため有効 と判定 されている。そ の他の慢性 複雑性尿路

感染症では菌数や効果判定 日の問題があ り主治医判定 も

行 っていない。

急性単純性腎盂腎炎3例 に対 してはいずれ も著効 と判

定 された。 また淋菌性尿道炎の1例 も著効,急 性 副睾丸

炎 の1例 は有効 と判定 されたが,淋 菌性尿道炎の1例 は

他 の抗菌薬を併用 したため効果判定 を行 なっていない。

これ らの疾患 におけ る検出尿中細菌に対す る薬剤効果

を示 したものがTable 6で ある。 また交代菌を示 した

Table 6 Bacteriological response to AT- 2266

ものがTable 7で あ りP.aeruginosa 1株 を含む35株

す べてが除菌され,交 代菌 としてK.pneumoniae,α-St-

reptococcus各1株 が検 出された。

以上 の35症例 につ いて特に 自 ・他覚的副作用は認めら

れなか った。 また1日200mgを15日 間投与した慢性複

雑性膀胱炎の1例 では投与前後に末梢血,血 液生化学的

検 査を施 行したが異常 を認めていない。

III.　考 察

本剤は ピリ ドンカルポン酸系の合成抗菌剤 で あ るた

め,副 作用 として幼若犬の膝関節障害1)2)やヒトでの大量

投与に よる尿中結晶析出3),中 枢神経系のものと考えら

れ る障害の出現 の可能性のがある。 本剤の副作用につい

て柴5)が まとめた ところでは2,516例 中117例4.7%に

副作用が認め られてお り,1日 投与量600mg以 上で副

作用の発現頻度が多 くな っている。最 も多 く認められる

のは消化器系症状 で,そ の中でも悪心 ・嘔気が多く,中

枢神経系症状 と考 え られ るものは1.19%に 認められてい

るが,重 篤な ものは少ない。副作用の発現は比較的早期

にみられ,大 半が投与3日 までに症状を認めている。臨

床検 査値 の変動をみた症例数は各項 目でばらつきがある

が,異 常値 への変動は1%以 下の症例にすぎないという

Table 7 Strains annearing after AT- 2266 treatment
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われわれの施設での最高投与量は1日600mgを 分3で

3日もしくは5日 投与した症例が4例 あ り,長 期投 与で

は1日200mgを 分2で15日 間投与 した症例があ るが 特

に副作用を認めなか った。 以上 のことか ら本剤は比較的

副作用の少ない薬剤 と考え られた。

本剤の吸収排泄については島田5)が まとめてい るが,

血中ピーク値は1～2時 間にある と考 えられ血中半減 時

間は5時間前後でかな り長い時間血 中濃度が保たれ る。

また尿中回収率は6時 間で35%前 後,24時 間 までで60%

前後で,尿中排泄は緩徐 につづ くと考 えられた。抗菌力

に関しては三橋5)がまとめてい るが,尿 路性器感染症で

主体となるグラム陰性桿菌では既発売 の合成抗菌薬であ

るPipemidic acidよ り優れてお りNorfloxacinと それ

ほど差がなく,グ ラム陽性球菌につ いても同様であ ると

いう。

これらのことを考え合わせ,わ れわれ の施設で の成績

をみてみると,急性単純性膀胱炎 に対 しては1日200mg

分2投与でも十分な効果をあげ うる と考 えられ,実 際に

も95%の有効率であった。全20例 中著効16例(80%),有

効3例であったが,こ の有効3例 中2例 は膿尿 の改善度

に多少問題があ った ものであ る。

UTI薬 効評価基 準に合致す る慢性 複雑性尿路感染症

は1例 しかなかったが,P.aerugtnosaとS.epidermi-

disの 両菌種が除菌 され,本 剤の優れた抗菌力 の 一端を

示 した もの と考え られる。急性腎盂腎炎,淋 菌性尿道炎,

急性副 睾丸炎は症例 数 も少ないが,い ず れ も有効,著 効

を示 してお り,本 剤は尿路性器感 染症 の治療に有用であ

ると考え られた。特 に急性単純性膀胱炎 では血中半減時

間,尿 中回収率な どか ら考 え1日200mg分2投 与で十

分 な成果があが るのではないか と考え られた。
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CLINICAL STUDY OF AT- 2266 IN THE UROLOGICAL FIELD
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A clinical study of a new oral synthetic pyridonecarboxylic acid antibacterial agenrt, AT- 2266, was performed.
Thirty- five patients who visited on our outpatient clinic were admitted to the study. The drug efficacy was evalu-

ated according to the Criteria for Evaluation of the Drug Efficacy for UT! in 20 cases of acute uncomplicated cys-
titis and 1 case of chronic complicated cystitis. The drug efficacy was evaluated by the attending physician in addi-
tional 5 cases of acute uncomplicated cystitis, 3 cases of acute uncomplicated pyelonephritis, 1 case of gonorrheal
urethritis and 1 case of acute epididymitis. The remaining 4 cases were not evaluated for drug efficacy for a
variety of reasons and they were evaluated only for adverse effects.

In acute uncomplicated cystitis, excellent responses were obtained in 16 cases, good in 3 cases and poor in 1 case;
the efficacy was 95%. In 1 case of chronic complicated cystitis, the clinical response was good.

The clinical response was evaluated good in 3 cases of acute pyelonephritis, excellent in 1 case of gonorrheal
urethritis, and good in 1 case of acute epididymitis. Bacteriologically, a total of 43 strains were eradicated. No side
effects were found in 35 cases.

These results suggested that this drug was useful in the treatment of urinary tract infection.


